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SHT Kat.Nr.33中 の 未 比 定 の

梵 文 阿 含 断 簡 に つ い て

岩 松 浅 夫

1 今 世紀初頭 の4次 に亘 る ドイ ツの所謂 る トルフ ァソ探検隊 に よって, 西 域北

道 を中心 とす る中央 ア ジア(東 トルキスタン)の 各地か ら将来 され た彩 しい数 のサ

ンス ク リッ トの写 本類 そ の殆 どは断簡 で あ る が は, Gttingen大 学 の

故 Waldschmidt教 授を 中心 に編 集 ・刊行が開始 され, 今 なお継続 して行われ ゼ

いる 『トル ファン写 本 目録1)』(Sanskrithandschirifet aus den Turfafuden.以 下

SHTと 略)に よって, 漸 くそ の全貌 が明 らか に されつつ ある と言 ってよか ろ う。

このSHTは, 単 な る 目録 とい うだけ に留 まらない, あ る意味 では研究書的な側

面 を も併 せ持 った ものであ るが, 特 にその第4冊(Teil IV)で は, 第1冊 に載録

されたKat.Nrn.1～801の 写 本か らその中に複数(多 数)の 経典 を含 む ものを重

点的に採 り上げて, 研 究がな されてい るの も周知 であろ う。

 と ころで, 近 時筆 者は, あ ることのた めに この8HTに つ い て調べ ていた ので

あるが, そ の記事内容を, 特 にTeil IVに つ いて検討 している間 に, い くつか気

付いた ことがあ った。 そ こで この小論 では, それ ら諸点 の中で も, 該 書 では未だ

比定がな されず したがって正体 につ いて もよくわか っていない ら し いKat.-Nr.

33の 第2経 について採 り上 げ, それ につ いて述 べてみたい。

II さ て, Kat.-Nr.33の 写 本は前述の、SHT Teil IVの 研 究で も採 り上げ ら

れ ているめであるが, そ の第2経2)に 関 しては, Nrn.7～16の10個 の 断簡が これ

に証定 され ている(た だし, 7は 裏面から)。 ところが, そ れの経題云 々のことに関

しては, 該 書 ではただ"Sutra uber die vier Bindungen an die Korperlichkeit

und uber die sechs Bereiche der Sinneswahrnehmungen"と 言 うのみで, 具 体

的なパ ー リ若 し くは漢訳の対応経の名な どは掲げ られていない。 のみな らず, そ

こで はこの経 は, パ ー リ聖典に は対応す るものが見 出されない(far welches keine

Pali-Entsprechung gefunden werden konnte)と す ら言われ てい るのである。 尤 も, 

た だ この よ うに言 うだけではわか りに くいか もしれないので, 多 少補 足的に説 明

を加えてお くな らば, 標 題(若 しくは内容)に 関連 してvier Bindungen an die
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Korperlichkeitと 言 われ てい るのは, 実 は四つ の 「身繋」(kayagrantha), 法 数 と

して言 えぽ 「四身繋」 具 体 的 に は, 貧(abhidhya-), 瞑(vyapada-), 戒 禁 取

(silavrataparamarsa-), 此 実 執取(idalpsatyabhinivesaparamarsa一)の4つ と言わ

れ る ものの ことである。 またsechs Bereiche der Sinneswahrnehmung'と い

うのは, 具 体的 には, 六 根 の対境 としての六 外処(六 境)の ことに外な ら な い。

と言 うこ とは, 換 言すれ ば, この経には四身繋 や六 外処等 々の ことが説 かれてい

る(或 いは, キー ワー ドとして見 られる)と い うことになる。

 と ころで, この身繋(四 身繋)と い うのは, 普 段 はそれ程見かける ことのない言

葉 の ようである。 実際, 例 えぽ 『倶舎論 』な どで もこの語は採 り上げ られていな

い3)か ら, そ の 点では, 煩 悩 の分類 ・カテ ゴ リー化の過 程におい て も, そ れ程重

要視 され た概 念ではなか ったのか もしれない。 しか し, 他 方では また, この語は

阿含経典内 の 法数集 と も 言 うべ き 『衆 集経』(Sangitisuttantaiw Smagitura, Samzgutaa or

Samgitasura)の で はそのパ漢梵 いずれを問わず録載 されてお り, ま た パ ー リ 『相

応部』(SN vol. V, pp.59-60)で もそれ とは別に言及 されてい るところを 見 ると, 

この よ うな言葉や観念 自体は, 既 に阿含経典 自身の中 にごあった と秀見得 るであろ

う。

ともあれ, この よ うにKat.-Nr.33の 第2経 で は, 四 身 繋 とい うかな り特徴的

な ことが説かれてい るわけで あるが, い ずれ にせ よ, パ ー リの 『長部』 や 『中

部』, 若 しくはそれ らに含 まれ る経 に匹敵す る ような比較的長 い経典 の 中 で, こ

の四身繋について触れてい るよ うな経 はない(『 衆集経』はさておく)。 その 点は漢

訳の 『長阿含経』 と 『中阿含経』について も同断であ る。 と言 うことは, この経

は これ迄のパ ー リや漢訳か らは知 られない(そ れらには伝えられなかった), 全 く新

しい経典(阿 含経)で はないか とい うことにな る。 で は, も しそ うとす れ ぽ, こ

の経 は一 体如何な る類の, また如何な る性格 ・内容の経典なのであろ うか。

III前 置 が長 くな ったが, こ こで筆者が言お うとしてい るのは, もちろん この経

の正体についてであ る6そ して, そ れ についての筆者の結論を前 もって述べ るな

らば, 実 はこの経 こそ, 一 部 にその名を伝え られなが らも内容について は殆 ど触

れ られ るこ と の な:か っ た(し たがって, 実質的には正体不明であった), 『幻 網経』

(Mayajalstuw)と 呼 ばれ る ものに外な らない, とい うことで ある。

『幻網経』 とい うの は, 『十諦律』 (大正23, 174b)や 『根本説一切有部毘奈耶』

(同, 662a)な ど, 有 部(説 一切有部)系 の文献 を中心にその名が見 えるもの で あ

る。 しか し, そ れ らの 中で は概ねただ経名が伝え られてい るだけで内容その もの
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に ついての言及 は殆 どな く, 他 方 また, これ に該 当す る よ うな(同 名 の)経 はパ

ー リ・漢訳 いずれ の阿含経に も見 られ ない ところか ら, それ の 実体(内 容)に つ

いては これ迄殆 ど知 られる ことな くきた ものである。 ところで, 実 は この経は, 

チ ベ ッ ト訳 として しか も恐 らくその形 でのみ 大蔵 経中に伝 え ら れ て い

た4)(Mdo chen pouw mahiw dra ba shies bya ba=Mayajalw-namauwniwa; Peking

No.954, Derge No.288)。 そ して, 筆 者 はかつ て この 経に興味を覚えて調 べた こ

とがあ ったが, SHTを 実 見す るに及んでKat.-Nr.33の 第2経 との類似 に気付

き, 両 者を比較 した結果, 同一 経であ ることが判明 した とい う次第であ る。

「幻 網(経)」 の経名 自体 は, 実 は トル ファソ写本 の中に も見 られ る。Kat.-Nr,

165の 一 断簡 にmayaja[1](a)h[s]o'と 見 える(s.SHT Teil IV, S.203.た だ し, 

そ こではこの経名が知られるのみ)の がそれであるが, これ に よって も, この 名(ma-

yalala=幻 網)が この経の正式名で あった ことは, まず疑いない と言 えよ う。それ

はともか く, 実 際 に比較対照 してみ る と, こ のKat..Nr.33の 第2経 とチベ ッ ト

訳 の両者 は非常 に よく一致(対 応)し てい る ことが知 られ る(も ちろん, 全同では

ないが)。 そ こで, こ のチ ベ ッ ト訳を基 にすれ ば, い くつか の(未 証定 の)断 簡を

新た にこの経 に証定 した り断簡相互 の位置 関係を定 めた りす るこ とは もちろん, 

断 簡間 の欠落部分を補 うことも, 場 合 に よってはか な りの程度可 能 で あ る。 実

際, 例 えば未証定 中のNrn.39, 40, 41の3つ な どは 明らか にこの経に証定 し得

る ものである し, ま た19, 38の2つ な どもそ う証定 して大過 ない であろ う5)。

 今 ここで この経の本文 につい て, 例 えばチベ ッ ト訳やそれか らの復原文, 或 い

は両者 の対訳文を掲げた りす ることは紙数 の都合で不可能 なので, こ こではその

代 りに, 各 断簡 の(葉 内におけ る)位 置 関係 につ いてだけ, 略 図的に示 しておこ

う(次 ページの図参照)。

 こ こで, (該 図 に関連 して)一 ニ コメソ ト的な ことを付け加えてお くな ら ぽ, 

まず, こ の経 はKat.-Nr.33の 第10葉(の 裏面)か ら始 まるが, そ のこ と即 ち7

の 断簡が第10葉 に属す る とい うこ とは, これ と10の 葉 番号を有す る4の 断簡を 同

じくチベ ッ ト訳 の 『五三 経』(Pancatraysuta; Peking No.960, Derge No.294)と

比 較す る ことに よって, 確 かめ られ る(図 では, 同一葉に属すると認められる6の 断

簡 も入れておいた)。 次 に, 16の 断 簡 にこつ いてであるが, これ のA面c行 に見 られ

るcaksurvilheyesu rupesuの 語句 は何かの, 例 えばsrotravijfneyesu Sabdesu

若 し くはjihvavijneyesu rasesuな どの, 写 誤 ではないか と思 われ る。 と言 うの

は, チ ベ ヅ ト訳か ら知 られ る ところ, この葉 の この位 置に この語の現れる余地 は
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第10葉(表)

第11葉(表)

第12葉(表)

第?葉 俵)
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一 他 の葉 との関係か ら言 って 全 くないか らである。

 所 謂 る トルフ ァン写本 の中で, こ の 『幻網経』 に比定 さるべ き写本 の断簡 は,

実 は外 にもい くつか見 られ る。 前述 のKat.-Nr.165中 の 「幻網(経)」 の経題を

有す る もの(Nr.29)も そ の1つ であるが, それ 以外で も, 例 えばKat.-Nr.883

のbやKat.-Nr.1025な ど も, 明 らかにそ う認 め られる ものである(前 者は5HT

Teil IIIに, また後者はTeil Vに, それぞれローマ字転写されている)。 しか しその反

対 に, 8:11T Teil IVで こ の経 に同一視 されたKat.-Nr.165中 のNrn.1, 2の2

つ の うち, 少 な くとも1の 方 はこの経の もので はないであ ろ う。

W『 幻網 経』は, 三 学の中で もと りわけ増上慧 学(adhiprajalp siksa)を 重 視 し, 

そ れ に随順 して生 きることによって智慧 の 生活(慧 命)を 送 る(prajnajiwvikanam

jivati)べ き ことを強調 して説 く経典であ る。 皿で若干触れた四身繋 云 々とい うの

も, 実 はそ の際 に断捨 さるべ き対象 として採 り上げ られ(言 及され)て いる ものに

外な らない。 一方, こ の経 は殆 ど有部系 の文献で のみ言及 されて他 の部派で は触

れ られ ていない ところを見 ると, 或 い はこの部派(有 部系)だ けに伝え られ た, 

またそ の意味か ら言 って も, 成 立史的 にも(最 も)新 しい経典(阿 含経)と い うこ

とになるのか もしれ ない。

 ともあれ, 多少大袈裟な言い方をするならぽ, その名のようにこれ迄幻の如ぎ

存在として捉えられてきた経典が, チベット訳や断簡とは言え一部サソスクリヅ

ト原典 とい う実体を伴 って, こ こに漸 くそ の姿を現 して来た, とい うことにでも

な るで あろ うか。 この 『幻網経』 について は, 論 ずべ き点 はまだ まだ多 々存す る

が, 今 は如上の報告 に留 め, 爾 余 は次 の機会 を侯つ こととしたい。

 1) 既刊6冊。 ただし, 第6冊 は本稿作成時には参看できなかった。

 2)SHT Tei IVの 研究で2番 目に採 り上げられている経の意であるが, 実際にもこ

 の経が該写本の2番 目に位置 していたろうことは, い くつかの微証からも疑いない。

 3)た だ し, Abhidhamdaipaで は採 り上げられている(p.305参 照)。

 4) (チベ ット訳の)『幻網経』の存在自体は, 実は以前から指摘されて知 られていた。

 またその内容に関しても, ごく一部についてであるが, 佐 々木閑氏が触れておられる

 (Mahasutra-『 デ ンカルマ目録』にあらわれ る根本有部系経典群一 」『仏教研究』

 第15号, 107ペ ージ注4)参 照)。 したがって, ことチベット訳にご関する限りは, 筆者

 はその発見者でも最初の研究者でもないということになる。

 5) 因みに, 19の 断簡は, SHT Teil IVで は別の経に証定されているものである。

 <キーワー ド>『 トルファン写本 目録』, サ ソスクリット阿含経, 『幻網経』, 説 一切有部

(東方研究会専任研究員)
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